
もっと速く。もっと前へ。
　　　　　想いをパドルに乗せて

　
7
月
17
、18
日
の
2
日
間
、山
梨
県
の
精

進
湖
で「
全
国
少
年
少
女
カ
ヌ
ー
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ

の
中
、子
ど
も
た
ち
は
練
習
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
し
ま
し
た
。
全
員
が
自
身
の
持
つ

ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
更
新
す
る
結
果
に
な
り
、

特
に
、
本
川
根
小
学
校
の
長
嶋
優
空
さ
ん
と

望
月
良
真
さ
ん
の
ペ
ア
は
快
進
撃
を
続
け
、

ペ
ア
の
部
全
体
6
位
に
入
賞
を
果
た
す
な

ど
、目
覚
ま
し
い
結
果
を
残
し
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
後
、
子
ど
も
た
ち
は
興
奮
し
た

様
子
で「
自
分
が
持
っ
て
い
る
力
を
全
部

出
せ
た
。
悔
い
は
な
い
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
大
会
が
終
わ
り
帰
路
に
つ
く
前
、
大
村

会
長
が
子
ど
も
た
ち
を
集
め
ま
し
た
。「
自

己
ベ
ス
ト
を
更
新
し
た
こ
と
は
本
当
に
う

れ
し
い
こ
と
。
で
も
、
今
回
の
レ
ー
ス
に

満
足
し
て
は
い
け
な
い
。
来
年
の
大
会
へ

の
挑
戦
は
も
う
始
ま
っ
て
い
る
」
と
険
し

い
表
情
で
語
り
か
け
、「
課
題
は
全
員
に

あ
る
は
ず
。練
習
を
重
ね
て
克
服
し
よ
う
」

と
続
け
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は「
ハ
イ
ッ
」

と
威
勢
良
く
答
え
て
い
ま
し
た
。

　
パ
ド
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
キ
ャ
プ
テ
ン
の

鈴
木
涼
冴
さ
ん
は「
小
学
生
の
活
躍
は
本

当
に
感
動
し
た
。
私
は
大
会
に
出
場
で
き

な
か
っ
た
け
れ
ど
、こ
れ
ま
で
練
習
に
励
ん

で
き
た
時
間
は
、
必
ず
こ
の
先
に
つ
な
が

る
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　奥大井パドリングクラブ・アスリート部門の子どもたちは、7月から8月にかけて行われた
全国大会を目指して練習を続けてきました。小学生は出場が叶いましたが、中学生は新型コロ
ナウイルス感染症の影響で出場を断念。悔しさをにじませながらも鈴木涼冴さんと川島彬人さ
んの2人は「カヌーに打ち込んだ経験は、この先きっと役に立つ」と口をそろえました。

　レース前はすごく緊張して、落
ち着かず、手が震えてしまいまし
た。でも良真君と声をかけ合っ
て、「悔いのないレースにしよう」
と臨みました。目標だった自己
ベストを達成できて、結果も６位
入賞。本当にうれしかったです。
来年は中学生になるので、練習を
重ねて、技術面も気持ちの面もレ
ベルアップしていきたいです。

　「絶対に水に落ちない」という
気持ちを大切にレースに挑みま
した。苦しい練習ばかりで大変
でしたが、それを全て乗り越え
たからこそ6位入賞につながっ
たと思います。僕の夢は、オリ
ンピックに出場すること。自分
の弱点克服のために、練習を
もっと頑張って、一歩一歩夢に
向かって頑張っていきます。

　お兄ちゃん（優空さん）が楽し
そうにカヌーに乗る姿を見て、
私もやってみたいと思いまし
た。大会では、他の選手がすごく
速くてビックリしたけど、ワクワ
クして｢もっと速くなりたい｣ と
思いました。これから毎日練習
を欠かさず続けて、来年は表彰
台に上がれるように頑張りたい
です。

　大会に向けて立てた目標は｢予
選突破｣。レース中は不思議と緊
張せず、今の自分の持っている力
を充分に発揮できたと思います。
来年はもっと良いレースをする
ために、少しでも記録を縮められ
るように、練習を頑張ります。そ
して、今年よりも良い結果をたく
さんの人に見てもらいたいと思っ
ています。

夢はオリンピックに
出場すること！

来年は中学生
今よりレベルアップを！

望月 良真さん
（本川根小学校５年）

魚谷 飛天さん
（中央小学校４年）

長嶋 優空さん
（本川根小学校６年）

長嶋 希乃羽さん
（本川根小学校４年）

レースは緊張と
わくわくがいっぱい！

目標は達成できた！
来年はもっと良いレースに

　４月の発足時から、キャプテンに指名され、試
行錯誤の毎日。自分には何ができるのか分から
ず不安ばかりでした。それでも小学生の練習に臨
む姿に頼もしさを感じ、｢皆のために声を出そう｣
と、自分ができることを続けてきました。
　7月の大会では、すばらしい結果を残した小
学生たちの頑張りに本当に感動しましたし、
来年はもっと練習を積んだ成長した姿を、見せてほしいと思いました。
　進学後、カヌーに関わっていくかは決めていませんが、キャプテンを務めた
ことを活かして、失敗を恐れずに何事にも挑戦していきたいと思っています。

キャプテンとしてできることを

　涼冴さんと一緒に、クラブの最終学年として
練習に真剣に打ち込むこと、練習外は良い雰囲気
作りをすることを心がけて取り組んできました。
下級生には直接指導したことはないですが、

「自分のことは自分でやる」という姿勢を見せるこ
とで、｢自主性｣の大切さを伝えられたと思います。
　私たちは、大会に出場することはできませんで

　　　　　　　　　　　　　　　したが、4月から練習を続けてきたことで、「継続
すること」の大切さを学ぶことができました。カヌーを通した経験は、何ものにもか
えがたく、今後の私の糧になっていくと感じています。

カヌーの経験はかけがえのない財産に

鈴木 涼冴さん
（本川根中学校3年）

川島 彬人さん
（本川根中学校3年）

挑
戦
を
続
け
た
子
ど
も
た
ち

少
し
成
長
し
た
自
分
に
出
会
っ
た

interview

奥
大
井
パ
ド
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・
ア
ス
リ
ー
ト
部
門
に
所
属
す
る
子
ど
も
た
ち
に

話
を
聞
き
ま
し
た
。

ここにも、一つの物語。
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